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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私達78期生は、入学してから防災学習に取り組んできました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
西信達中学校は大阪府の南、泉南市の北西部に位置し、西側は大阪湾に接しています。生徒数は157名程の小規模校です。また、校区は1小学校・１中学校で構成されており、
元々は漁業や農業が中心で、地域としての絆が強いところです。今回この防災教育チャレンジプランに応募したのは、学校教育アンケートのなかで本校の生徒の多くが「人の役に立ちたい」という想いを持っているということがはっきり分かってきたこと、これが大きなきっかけです。「誰かの力になりたい」というこどもたちの想いを形にして、「誰かのためになること」とはは何か。そんな問いから今回のチャレンジはスタートしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
西信達中学校の校区は海に近く、南海トラフの地震が発生すれば、最大震度６弱、中央構造線断層帯地震が発生すれば震度６強が予想されています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、それぞれの地震が発生した時の建物の倒壊被害想定です。中央構造線断層帯の直下型地震が起きた時には、赤色や黄色の地域がかなりあり、建物が傾いたり、倒れてしまう可能性が１０～５０パーセントです。泉南市の中でも、被害想定が高くなっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
南海トラフ地震が起きた時には、30センチ～1メートルの津波が予想されています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また能登半島地震でも確認された「液状化現象」が起きる可能性も、西信達中学校の校区でかなり高くなっています。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご紹介したように西信達中学校の校区は泉南市の中でも、ハザードが多い地域です。
しかし、私達は「暗く深刻な感じに」ではなく、「楽しみながら防災を！」を合い言葉に、中学校１年生の頃には、とにかく体をうごかしたり、みんなでゲームをしたりしながら、まずは防災減災の知識を体で覚えていきました。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
取り組みの中心に据えるのは、毎年秋の行われてきた地域フェスタです。これは、西信達中学校・小学校・西信達地域教育協議会など、この地域に暮らす多くの方の力を結集して毎年盛大に行われていました。
しかしコロナ禍の影響を受け、ここ３年は開催が見合わされてきました。令和５年度はこの地域の魅力がたくさん詰まったイベントが復活し、しかも小学校の創立150周年のお祝いも兼ねて盛大に開催されました。
この行事での取り組み発表を一つのゴールと位置づけ、中学校ならではの９教科の特性を活かした防災学習を積み重ね、地域に密着した防災教育プランを生み出すことが最初の計画でした。



pe -
”



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
２年生になった今年。防災学習の２年目は、学んだ知識を地域のために活かすことを目標に活動しています。
「保小中合同避難訓練」や10月に開催された「地域フェスタ」をとおして、私たちが学校で学んでいることより多くの方にしってもらい、地域全体の防災力を高めて「みんなでたする」ことができる地域にするのが今の目標です。
そのための方法として、私たちは、先生たちも含め、それぞれの得意分野や興味のある分野ごとに４つのゼミに分かれて防災の活動をしています。各ゼミの活動内容を簡単に紹介します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「災害時の食と生活環境」･･･担当の先生は技術家庭科の中野先生です。私たちは災害時に必要な食べ物を「お年寄り」や「アレルギーを持っている人」、「自分たち」、「乳児」に向けて「4つの班」に分かれて考えていたり、災害時につくれるレシピを考えてレシピ雑誌を作ったりしています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「助ける助かるつながる」･･･担当は保健体育の梶野先生です。私たちは、身の回りにある物だけで応急処置ができるように、考えています。新聞紙で、災害時に役立つ物を作っています。例えば、スリッパやコップなど緊急時に必要になりそうなものを新聞で工作したり、エコノミークラス症候群の予防体操を「さんぽ」の曲に合わせて、自分達で作ったりしました。また、お年寄りや外国の方に安心できる声がけを心がけでいます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「防災ユニバーサル」･･･担当は理科と支援教育担当の溝畑先生です。災害弱者について調べています。
災害弱者とは災害時に不利になる人をいいます。具体的には、お年寄りや障がいのある方、認知症の方、乳幼児、外国人、観光客（旅行者）、そのときケガをしている人などです。私たちは、どのような支援をすればみんなが不安なく助かるか体験を通して調べています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「防災こども記者クラブ」・・・担当は国語の猪子先生です。このゼミは「広報」を担当しています。各防災ゼミで、活動していることを記事にして、より多くの人に届けるという活動を主にしています。９月には北野、陸、岡田、中小路の防災倉庫に行って取材をさせていただきました。各地区の区長さんや地区の防災委員の方からお話をきき、防災倉庫にはどんなものがそなえられているのか取材しました。


20234108298 8IS

9H - 10H. WEEREA!

EPERE newslTIH 2L #5000

A{EZO®NICEDS !

SRTh G

. BHeiElwmsbo b

N

s

AN /:,/ NN NN
a5 i

N NN

[=1
3

1088

NN\

InewsiE L5 SIS
ML BFEuUR
LRIV

108298
- IRE:

RiT:2023%

255

]

/Py

SRt HUUBES P
o i PO R D SROEEL R
TR B S0 R ST
SEEFIUIINBL KIS
et R ST T

—y

U’ [umaHRi |HH° 8
1 PREHPRINT Pfo® .

P4 | I DWENEHXE
Ih ML QAT KA - DA DIV 6T
HARKIEREES MO rDeipuN
BENH KR SEDKIADUENU
SRINLDD WP OB O8°

DU S R ISR HMU RN .
SSHte” BT NPBHIREWES
O RIFEPRMERPAD—LS MY
3 SOSHOVERBOMULUES R £ .
B BSHDROZMSRD 2 2N .
SNSWRESLLUIUR D PN
BU [newsttnifus A0S WEFR *
L TN NIFY. S 08 P A

S HEe | HOEHWREN ISR
NeFE NHXANME « BRBODM-" B
S NNV S

RPNV EAWEEY IR
YR MSUINVUE KNEMGEDS |
Wi T
\

R4SE
[ cEtmmmRed
D&L5TTY

BIREBERIAOD

whEwrErEaELER

-~

y

BURPpQ PR
* EBHEUBCIEEHS |
s UENEN M W
NG 2MN—A N

MESY B U

M -~ T YOV VI

SPUMPKE O 5°

e | <" (@
B 2R —CeR
ELE A A —prad
13— Ml S 6

;PR HWRERUE
s LENOU M e N
s KMUBOSKHE® K 2

SHEWEWH SO

MY EHCRBWE

« DIW°

MR LR
I . 23X SN L m—
TP 1 SHER ISR

HKSmL_ﬁwaﬂﬁm&
l SO S
HOERWLE | m.tnz\nﬁﬁﬁahm_lﬂm
BoBLIGRS 001 § TnvRod S0s B
BE* Weet e S SN =KE 0B

- MRED DB 8 B

WG XU 3 e glesmmnat o e
SRR — > LSO { g r oot oo

s MOIOPHRBE B0 L rammome 120
s I BENMENMEOR s vk &0) EDELE
+ HUBAD WRNEES & MASEIBOMNES
* OEBEMEROLT o Cr LRI v R
v & BREEUROMEM 030" RPCRRBRN
. BWHIESIE W e
P AO (KEEEREMLA (B FERGKESOM

D OHANw—QIn i .
: BUNSM NEVINS :
: S<E ROMIOMD -
P NES KuSWERy
o DN ERMoRD 2
. HIBNT 860 SRl
o ESBH S HMeL” M

o MR SER W0 487

BRI B XUEMpw § oN° LR ED R0
Ih—=Pr LS ML S HRELNN I
S mMeRWeE |
@ WUMBRIRMER ¢ §
nEueLEeELS .

DM PHE R4 ¢
: BRSMREREUNS 3
: ECHROMENEEY |
UNEHU SRS | .wﬁ M%mmmﬁmﬂ .
D MOMNUINEIDE® W
¢ CHERRLOIEUNRE :
Doy’ @ENKD 3
: BRI OO NN
P BN BPEVURE :
s PREETONERRM 3
o OB IJEESWHN 2
. U HASIH=OInKE 2
. BRSNS S 3
s OB R FEDOERON o
B0 PS8 3
| 1 S ERGNEE
"ﬁﬁuab?mbua"

bRV BIORE ¢
or@l AR AU S
nyr *

SHSEEER

Ew=E

H=E

ne

)

o
2
K
g
>
K
¥

k7

EvlEI77
HE-He B X2

L

»

41

f-CeEb el
BLE, KT

&

AT
RRLNAS:

5
ot 3

|

fE[ v, S O S ICEYENSR 2T RS & LR

i

o

-
2

-

S

|

2.
5

RERRN TOFEET

B HR

[ A 50N ]2l F)

o0

BECERDRR

BREPEREOBHHE (R EREHICRETD
MROBHERAL, REICBT LTI ERIREERT

NEWS |

i
A28

L

T-{SARET:

it

EpFR Y MBeY8) OMYMlAE LTRIGLTVLET

DOFEIIFEE

-
—

REFE-HAEHE
LORBRETOWNEAS
ESRATVARE

—}
e

BEOLTRELERFTRS

PN

uEes

¥
1A NHEERBEIIRAFITORTAEERE

DLNVTERIZ[LE
Eéh?m:‘!ﬂ!ié

ARMLTWEELLS !

-
-

*PUBEF LTS ORERIZEM,
*BERPERBE~ADT1—)L
* SR UENES-BIcLBLEVBO
mmmzmmg\ hEEDHEEAD

5
BET201RKLEA, RIZTEROBEI<RE
LREHEMONEAANT DS, TALARE

EZRSAPFRGBESAZIELH
DEE
nEwe

Rhr-BheRALRELET,
REBEEROMAELILET,
S&5GC DD

\
I
AN
N\
N
N
AN
v
Y
I




BRFHREI—F—

p Iﬁkﬁiﬁﬁj—x’&t



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
4つのゼミの今年度の最大の目標だった「西信達地域フェスタ」の様子がこちらです。コロナ以降、4年ぶりの開催でした。グラウンドではお餅つきからのふるまい餅コーナーがあったり、消防や自衛隊の車両体験コーナーがあったり、この地域の漁港イチオシの「たこ飯」販売、地域のPTAのみなさんによる「たべものコーナー」があったりして、様々な世代の人が集まる、盛大な地域イベントが復活しました。その中に私達中学生も防災企画展示で参加させてもらった形です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
小さいな子から、お年寄りの方、地域の消防団の方など、幅広い世代の方に、「楽しく」「防災・減災」について考え、体験してもらうこと
ができました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本校での防災に関する取り組みは、細く長く続いており、学年によってそれぞれ様々な工夫を凝らした取り組みがなされてきました。そのたびに子どもたちは興味津々な様子で、生き生きと活動に取り組んできました。
現在、これらの取り組みは学校内や学年ごとの取り組みとして完結している状態です。私達は今回頂いたチャンスをきっかけとして、学校での防災の取り組みを地域も巻き込んだ取り組みとして再構築したいと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各教科の学習指導要領に照らして、教科の学習と関連付けた【知識技能】及び【思考力判断力表現力】【主体的に学習に取り組む態度】の各観点別評価を行っている。
・教科の学習と総合的な学習の学びを関連づけたことで、（うまくいった時には、）各教科での学びを関連づけて考える姿が見られるなど、【主体的に学習に取り組む態度】の部分で生徒の成長を感じることが多かった。
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